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【南国市】

南国市版GIGAスクール構想のロードマップ 令和５年１１月総合教育会議資料

ロイロノート・ スクール

を活用した協働的な学

びのある授業

３ 日に１ 授業

以上
１ 週間に３授業以上 ＞＞＞ １ 日１授業

日常的な端末活用と、 I CTを活用した「 真に」 協働的な学びの

ある授業の日常化実現（ １日数時間活用）

市で予算化し、 検証事業とする 学習e-ポータルとの連携による

教育データの利活用の在り方検討・ 取組
保護者負担軽減の観点で、 学習ドリル

系の購入の検討も。 検証項目に、 各種

学調と教員の業務負担軽減を。

南国市はロイロ

全国学力調査（ MEXCBT）

学習e-ポータル： L-Gate（ 内田洋行） ＞＞＞ 高知県は「 高知家まなびばこ」 に…

教員の働き方改革・ 業務負担軽減をと合わせた児童生徒の学力定着・ 向上 及び 保護者負担軽減

県版学力調査

『 教育データ利活用ロードマップ【 令和４ （ 2022） 年１ 月７日】 （ デジタル庁、 総務省、 文部科学省、 経済産業省） より』 のイメージ図

無償

ト ライアル

教育データの

利活用

学習 AI ドリルソフト

を活用し た個別最適

な学びによる学力定

着・ 向上

インフラ整備 GIGA 対応のネット ワーク環境の構築、 一人一台端末の整備、 電子黒板の整備等＞＞＞

1 人１台端末の普段使い

ICT を活用した「 個別最適な学び」 と「 協働的な学び」

Society5 .0 の社会、 予測不能な社会に旅立ち、 自立的に生き、
社会の形成に参画するための資質・ 能力を備える

『 真に』 ICT を活用した「 個別最適な学び」と「 協働的な学び」

自動OS アップデート 終了による、 次期端末について（ 検討等）

南国市はミライシード

端末の持ち帰り
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１学期 ２学期 ３学期

□４月10日始業式・ 入学式
□４月10日以降1週間程度を半日授業とする
（ 給食後放課）

□８月29日始業式
□８月29日以降1週間程度を半日授業とする
（ 給食後放課）

□１月８日始業式（ 従前のとおり）
□１月8日以降1週間程度を半日授業とする
（ 給食後放課）

ゆるやかな学期スタート 事業【 令和６年度より試行】

≪課題≫

〇自殺予防の徹底（ Ｈ27.9.1中学生自死の教訓）

〇長期欠席等配慮や支援が必要な児童生徒の増加（ 組織的対応）

〇新採・ 若年教員の増加 （ 県外からの新採教職員の増加）

〇教職員不足 〇教職員の働き方改革

≪見直しのポイント≫

〇教育の質（ 教育的効果） の向上（ チーム学校の推進）

〇児童生徒の心理的負担の緩和（ ゆるやかな教育課程）

〇保護者の負担軽減・ 子育て支援（ 昼食の確保）

〇教職員の働き方改革の推進（ 多忙化解消）

≪期待する効果（ 学校） ≫
(1)児童生徒理解と学級経営の充実を図るための時間確保ができる。

（ 引き継ぎ事項の確認。 学級開きの準備）

(2)チーム学校の推進のための有効な時間確保ができる。

（ 職員会議の時間確保。 校内研究、 授業スタンダードの確認）

(3)新採・ 若年教員の支援のための時間確保ができる。

（ 教材研究等の時間確保。 県外からの新採教職員の生活基盤の安定）

≪検証（ 実態把握） 方法≫
(1)児童生徒

【 児童は5年生以上】

(2)保護者

(3)教職員

※(1)～(3)学校毎？（ 支援員に）

→Google Formにて

(4)教員の時間外労働時間

→出退勤

※昨年度南国市勤務者のみ

≪体制整備≫

〇南国市学童保育連絡協議会への連絡（ 合意形成）

〇会計年度任用職員の雇用条件等の整備（ 予算化）

〇夏季休業短縮期間の給食提供の体制整備(予算化)

≪期待する効果（ 家庭・ 保護者） ≫
(1)入学式及び新年度の始業式までに、 各ご家庭では多く の準備が必要であ

ることから、 準備期間を従来よりも確保できる。

(2)夏季休業の短縮により、 児童生徒が早く 学校生活をスタート させること

ができ、 特に家庭での昼食の準備がなく なる。

≪期待する効果（ 児童生徒） ≫
(1)4月新しい仲間とゆっく り出会い、 安心した人間関係づく りが進む。

(2)夏季休業の短縮及びゆとりある学期スタート により、 児童生徒はゆっく

りと学校生活リズムを整えることができる。

≪周知・ 広報≫
(1)定例教育委員会

(2)校長会（ ２学期中）

(3)教頭会（ ２学期中）

(4)保護者へ周知文

(５ )広報なんこく （ 11月号）

(6)南国市PTA連合会へ
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南国市運動部活動地域移行の取組状況について

南国市としての方針及び確認事項

南国市も香長中学校以外は生徒数も減少していること。また、どの学校においても、部活動をする生徒

も減少している現状があることを確認しました。

そのため、国の提言のとおり、子どもたちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保するた

めに、 今後は学校の実情に合わせて運動部活動の地域移行を実施していく ことを確認いたしました。

また、部活動によっては休日に練習試合等がある等、休日だけの以降ではで逆にやりにく いという場合

もあるため、先を見通して完全移行を推進していく ことや生涯教育（ 学校教育と社会教育の両輪） と捉え

取組んでいく こと等、今後、運動部活動の地域移行を推進していく 中で、南国市として検証を進めていく

ことを確認（ 令和４年度） いたしました。

令和２ 年度より設置している「 南国市運動部活動改革推進委員会」 の継続。令和５年度の新たな計画と

いたしまして、運動部活動の地域移行のためのコーディ ネーターを配置し、南国市の部活動地域移行に向

け、関係者との連絡調整・ 指導助言、市の方針策定・ 体制構築等に係る協議会開催・ 運営等の調整役を担

うことで、地域でのスポーツ団体や指導者等と学校との連携・ 協働がよりスムーズに進んでいく ことがで

きると考えております。

香南中学校・・・生徒数及び運動部活動数が少ない香南中学校を「南国市部活動改革推進校

（実証校）」として、中学校区内に在る総合型地域スポーツクラブ「まほろ

ばクラブ南国」との連携・協力により、令和6年度から運動部活動の地域移

行を計画しています。

北陵中学校、鳶ヶ池中学校・・・令和7年度から地域移行が可能な運動部活動の検討をしてい

ます。

香長中学校・・・生徒数が多く、多様な運動部活動があることなどから、学校での部活動を重点

に置いた取組みを継続していきます。しかし、令和8年度以降の地域移行に

向けた検討を行う必要性があります。
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≪地域移行推進校≫

☆指導者等が地域移行することを決め申請し、

南国市教育委員会及び中体連等に認められた団体

スイミ ングスクールクラブ サッカークラブ

野球クラブ陸上クラブ

テニスクラブ

空手クラブ

新体操クラブ

バト ミント ンクラブ

剣道クラブ

等

南国市

香南中学校 香長中学校北陵中学校 鳶ヶ池中学校

☆部活動指導員の配置☆
【地域の人材・教職員等】

拠点校 【○○中学校】

野球部

等の 合同チーム（ 部活動）
吹奏楽部

サッカー部

※すぐに、地域移行をすることが困難な場合の過程

≪連携・協力団体≫

令和６年度より

一部の部活動から実施

令和７ 年度より

地域移行が可能な部活動の検討

令和８年度以降の

地域移行に向けた検討
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南国市における特別支援教育について

特別支援学級及び通級指導教室の児童生徒数【 名】

令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

小学校 １２ ８ １ １１ １ ２ ２ １４ ７

中学校 ５３ ５４ ６ ０ ７４

※通級指導教室とは・ ・ ・ 軽度の障害やグレーゾーンの子どもが通常の学級に在籍

しながら、 特性に応じた指導を受けられる教室のこと。

南国市における不登校児童生徒について

不登校児童生徒数【 名】

令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

小学校 １３ ７ ２ ３ ２６

中学校 ５３ ６７ ５ ７ ５７

※令和５年度は、 ７月末現在の人数

千人当たりの不登校数【 人】

令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

南国市 １ ０ , ８ １ １ , ０ １ ０ , １ １ １ , ４

全国 ７ , ０ ８ , ３ １ ０ , ０ １ ３ , ０

※令和５年度は、 ７月末現在の割合

南国市におけるいじめ・ いじめ疑い及びいじめ重大事態について

いじめ・ いじめ疑い認知及び（ いじめ重大事態） 件数【 件】

令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

小学校 ３ ３５ （ １） ３ ４９ （ ６） ４ １９ （ ５ ） １ ５８ （ ３）

中学校 ６４ （ ０） ５１ （ １） ７９ （ ２ ） ５７ （ ２）

※令和５年度は、 ７月末現在の件数
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